
 

Instructions for use

Title 倭名類聚抄諸本の出典について

Author(s) 宮澤, 俊雅

Citation 北海道大學文學部紀要, 45(2), 1-29

Issue Date 1997-01-24

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/33679

Type bulletin (article)

File Information 45(2)_PR1-29.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


(1997) 北大文学部紀要 45-2 

倭
名
類
取
水
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

津

正九
1久

雅

宮

は
じ
め
に

1-

倭
名
類
家
抄
に
は
、
三

O
O種
近
く
の
出
典
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
典
は
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。
倭
名
類
衆
抄
は
先
行
す
る
漢

和
対
照
語
葉
集
で
あ
る
漢
語
抄
類
に
載
る
和
語
を
基
礎
資
料
と
し
、
そ
の
和
語
に
対
応
す
る
漢
語
を
漢
籍
原
典
か
ら
引
用
す
る
形
で
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
出
典
も
、
和
語
の
出
典
と
漢
籍
の
出
典
と
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
漢
籍
の
出
典
が
中
心
で
あ
り
、
和
訓
の
出

典
が
見
ら
れ
る
の
は
そ
の
漢
語
が
漢
籍
に
見
出
し
得
な
か
っ
た
等
、
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
確
か
め
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
倭
名
類
衆
抄
は
、
他
の
古
辞
書
類
、
例
え
ば
類
緊
名

義
抄
や
字
類
抄
と
は
違
っ
て
、
諸
本
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
違
い
を
整
理
し
た
う
え
で
な
け
れ
ば
論
証
を
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
倭
名
類
緊
抄
の
出
典
を
考
え
る
前
段
階
と
し
て
、
倭
名
類
緊
抄
の
諸
本
に
よ
る
出
典
の
違
い
を
整
理
し
て
お
こ
う
と
思
う
。



倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

字
双
行
注
を
〔

和
名
抄
の
出
典
に
つ
い
て
、
諸
本
聞
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
か
、
そ
の
若
干
例
を
以
下
に
具
体
的
に
示
す
。
(
和
名
抄
の
引
文
は
小

〕
に
入
れ
て
示
す
。
所
在
指
標
は
『
筆
注
倭
名
類
緊
抄
』
の
門
番
号
と
門
内
の
条
項
序
数
|
|
廿
七

H
は
屋
宅
類
廿
七

の
中
の
第
十
四
番
目
の
条
項
で
あ
る
「
房
」
条
を
示
す
ー
ー
で
あ
る
。
な
お
、
論
旨
に
か
か
わ
り
の
無
い
範
囲
内
で
難
字
を
類
似
の
字
に

置
き
換
え
る
。
)

1 

望
月

2 

牽
牛

3 

需

4 5 

奴

6 

道
祖

7 

赤
子

8 

倫
児

釈
名
云
望
:
:
:
・
:
月
大
十
六
日
小
十
五
日
日
在
東
月
在
西
遥
相
望
也
(
一

5
)

」
小
雅
、
証
云
牽
牛
一
名
河
鼓
:
・
:
:
:
(
一
日
)

:
・
日
本
紀
私
記
云
大
雨
〔
比
佐
米
〕
雨
氷
(
上
同
今
案
俗
云
比
布
流
〕
(
二

H
)

-2 

早
魁

孫
悩
切
韻
云
:
:
:
:
・
魁
皐
神
也
(
三
日
)

唐
韻
云
奴
:
:
:
・
:
人
之
下
也
(
七
日
)

〔
漢
語
抄
云
道
祖
佐
閉
乃
賀
美
〕
(
三

H
)

老
子
経
云
赤
子
不
害
物
:
:
:
:
・
(
七
日
)

-
排
色
立
成
云
不
良
人
也
(
七
日
)

-
望
月
条
の
場
合
、
現
存
諸
本
は
京
本
類
(
京
本
・
松
井
本
・
高
松
宮
本
)
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
・
二
十
巻
B
本

(
大
東
急
本
・
伊
勢
広
本
)
で
あ
る
が
、
引
文
中
に
は
諸
本
間
で
多
少
の
異
同
が
あ
る
に
し
ろ
、
出
典
に
つ
い
て
は
全
同
で
あ
る
。
こ
の
種

の
条
項
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
和
名
抄
の
出
典
研
究
も
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
諸
本
間
で
出
典
自
体
に
異



同
の
あ
る
も
の
が
決
し
て
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

2
牽
牛
条
の
出
典
は
、
尾
張
本
・
下
総
本
・
二
十
巻
B
本
で
は
「
伝
雅
注
云
」
で
あ
る
が
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
は
「
示
雅

云
」
で
あ
る
。
「
注
」
字
の
有
無
は
か
な
り
見
ら
れ
る
異
同
で
あ
り
、
兼
名
苑
・
毛
詩
・
周
礼
・
山
海
経
等
に
も
こ
の
種
の
異
同
が
多
く
見

ら
れ
る
。

3
需
条
は
、
京
本
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
は
「
日
本
紀
私
記
一
五
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
十
巻
B
本
で
は
「
日
本

記
云
」
と
あ
り
、
こ
の
種
の
異
同
も
か
な
り
あ
る
。

4
早
魁
条
は
条
項
自
体
が
二
十
巻
B
本
に
し
か
な
く
、
十
巻
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

5
奴
条
は
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
は
「
唐
韻
云
L

で
あ
る
が
、
二
十
巻
B
本
は
「
唐
令
云
」
で
あ
る
。
十
巻
本
で
は
直
前
の
条

項
も
「
唐
韻
」
を
引
い
て
い
る
の
で
、
下
総
本
で
は
「
同
云
」
、
曲
直
瀬
本
で
は
「
又
一
E
L

と
な
っ
て
い
る
。

6
道
担
条
は
二
十
巻
B
本
で
は
出
典
名
が
見
ら
れ
ず
、
「
一
云
佐
陪
乃
加
美
L

と
な
っ
て
い
る
。

7
赤
子
条
は
京
本
・
昌
平
本
は
「
老
子
経
云
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
十
巻
B
本
は
「
老
子
注
云
」
で
あ
る
。
そ
し
て
曲
直
瀬
本
・
尾

-3-

張
本
・
下
総
本
に
は
赤
子
の
条
項
自
体
が
な
い
。

8
倫
児
条
は
京
本
類
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
で
は
「
辞
色
立
成
云
」
で
あ
る
が
、
二
十
巻
B
本
で
は
「
一
云
」
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
に
和
名
抄
の
出
典
は
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
れ
を
整
理
し
な
い
で
は
、
和
名
抄
出
典
つ
・
い
て

論
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
和
名
抄
の
諸
本
と
し
て
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
(
以
上
十
巻
本
)
・
高
山
寺
本
・

B
本
・

C
本
(
以
上
二
十
巻

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
取
県
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

本
)
を
採
り
上
げ
、
手
順
と
し
て
は
、

ま
ず
十
巻
本
の
諸
本
間
で
の
状
況
を
見
た
上
で
、
次
に
そ
れ
と
二
十
巻
本
各
本
と
を
対
比
さ
せ
て

ま
と
め
て
ゆ
く
。

十
巻
本
の
出
典
ー
ー
京
本
類
と
下
総
本

十
巻
本
諸
本
の
う
ち
ほ
ぽ
完
全
に
現
存
し
て
い
る
の
は
京
本
類
と
下
総
本
の
二
類
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
二
類
の
出
典
を
比
較

し
て
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
次
の
よ
う
に
両
者
に
異
同
の
な
い
も
の
が
最
も
多
い
。

9 

人

白
虎
通
云
入
者
男
女
之
惣
名
也
(
七
1
)

4 

10 

娘

説
文
云
娘
j
i
-
-
-
小
女
之
栴
也
(
七

6
)

11 

兄

伝
雅
云
男
子
先
生
為
兄
・
:
:
:
:
(
九
1
)

12 

離
孫

釈
名
云
出
之
為
離
孫
:
・
:
:
:
一
言
離
巳
遠
也
(
十
日
)

同
が
な
い
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
例
は
京
本
類
と
下
総
本
で
本
文
に
多
少
の
異
同
は
あ
っ
て
も
出
典
名
の
「
白
虎
通
」
「
説
文
L

「
伝
雅
」
「
釈
名
」
に
は
全
く
異

一
応
十
巻
本
本
来
の
出
典
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
次
の
例
は
、
異
同
の
あ

る
も
の
で
あ
る
。



13 

長
石

本
草
云
理
石
一
名
方
石
(
五
お
)

14 

挟
抄

唐
令
一
玄
挟
秒
・
:
:
:
:
(
七
必
)

15 

温
石

方
言
要
目
云
温
石
-
j
i
-
-
成
為
温
器
者
也
(
五
加
)

16 

淀

文
選
江
賦
注
云
澱
:
:
・
:
:
与
淀
古
字
通
知
淵
而
浅
処
也
(
四
口
)

日
長
石
条
は
京
本
類
に
見
ら
れ
る
が
、
下
総
本
で
は
条
項
全
体
を
欠
い
て
い
る
。

M
挟
抄
条
の
例
で
は
寸
唐
令
云
挟
抄
」
の
五
字
が
下

総
本
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
十
巻
本
祖
本
か
ら
下
総
本
に
至
る
過
程
で
脱
落
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
十
巻
本
担
本
か
ら
京
本
類

に
至
る
過
程
で
増
補
さ
れ
た
と
も
、
両
様
に
解
釈
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
日
温
石
条
、

日
淀
条
は
下
総
本
に
見
ら
れ
、
京
本
類
で
は
条
項

全
体
を
欠
い
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
十
巻
本
祖
本
か
ら
京
本
類
に
至
る
過
程
で
脱
落
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
十
巻
本
祖
本
か
ら
下
総

本
に
至
る
過
程
で
増
補
さ
れ
た
と
も
、
両
様
に
解
釈
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

5 

こ
の
他
に
、
京
本
類
と
下
総
本
で
出
典
名
自
体
に
異
同
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
今
回
は
触
れ
ず
に
お
く
。

以
下
、
京
本
類
と
下
総
本
を
比
較
し
て
、
出
典
を
、
両
方
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
も
の
、
京
本
類
の
み
に
見
え
る
も
の
、
下
総
本
に
の

み
見
え
る
も
の
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
(
集
計
に
当
た
っ
て
は

J
説
文
云
」
「
陸
詞
日
」
の
よ
う
な
引
文
形
式

の
も
の
を
取
り
上
げ
、
「
説
文
作
L

「
見
唐
韻
L

の
よ
う
な
例
は
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
ま
た
同
一
あ
る
い
は
類
似
の
出
典
は
一
つ

に
ま
と
め
た
。
例
え
ば
、
」
払
雅
注
・
兼
名
苑
注
・
劉
照
釈
名
等
は
伝
雅
・
兼
名
苑
・
釈
名
等
に
ま
と
め
、
ま
た
日
本
紀
・
日
本
一
記
・
田
氏

私
記
は
日
本
紀
私
記
に
、
漢
語
抄
・
楊
氏
抄
・
漢
抄
は
楊
氏
漢
語
抄
に
、
文
選
海
賦
・
文
選
江
賦
注
・
文
選
雪
賦
・
文
選
蕪
城
賦
等
は
文

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

選
に
含
め
る
、
等
の
操
作
を
し
た
。
た
だ
し
、
野
王
案
と
玉
篇
は
別
の
も
の
と
し
た
。
)

ま
ず
、
京
本
類
と
下
総
本
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
出
典
と
そ
の
例
数
は
以
下
の
ご
と
く
、
一
一
七
一
種
三
二
六
三
例
で
あ
る
。

楊

氏

漢

語

抄

本

草

唐
韻

説
文

野
王
案

陸
調

本
朝
式

唐
式

干し
記

郭
F業

蒼
韻
篇

(
各
八
例
)

(
各
七
例
)

(
各
六
例
)

(
各
五
例
)

(
各
四
例
)

(
各
三
例
)

一六
一
五
九

四
声
字
苑

J¥ 
J¥ 

握
再

一一一四

二
四
四

排
色
立
成

O 
四

伝
雅

釈
名

積
敬

九

文
字
集
略

九九
J¥ 

五
八

二
五

兼
名
苑

日
本
紀
私
記

陶
隠
居

九

唐
令

一
六
七

九五
七四

一
六

6 

五

玉
篇

六
六

文
選

一 」

/、

毛
詩

七

七
巻
食
経

考
声
切
韻

-L.. 
/、

孫
悟

九

准
南
子
・
九
族
図
・
纂
要
・
釈
薬
性
・
周
易
・
尚
書
・
蒋
肪
切
韻

後
漢
書
・
崖
豹
古
今
注
・
山
海
経
・
針
灸
経
・
声
類
・
中
黄
子

顔
氏
家
訓
・
左
伝
・
通
俗
文
・
東
宮
切
韻
・
博
物
志
・
風
土
記
・
万
葉
集
・
養
生
秘
要

字
書
・
西
京
雑
記
・
馬
銃
食
経
・
風
俗
通
・
孟
洗
食
経
・
論
語
注

郭
知
玄
・
国
語
注
・
察
邑
独
断
・
拾
遺
本
草
・
新
抄
本
草
・
東
宮
旧
事
・
南
州
異
物
志
・
浬
繋
経
・
伯
楽
・
李
善

応
劫
・
温
室
経
・
魂
武
疏
・
功
程
式
・
公
羊
伝
・
孔
安
国
・
黄
帝
内
経
・
古
史
考
・
釈
氏
・
宿
曜
経
・
祝
尚
丘
・
世
説
・
楚

四

内
典

広
雅

五

病
源
論

周
礼

九

四

蒋
紡

方

二
七

O 

漢
書

一
五

食
療
経

O 

遊
仙
窟

四

白
虎
通

O 

律
書
楽
園

史
記

O 

李
緒



辞
・
雑
要
決
・
喪
礼
図
・
続
漢
書
・
孫
炎
・
白
氏
文
集
・
法
華
経
・
房
内
経
・
本
草
疏
・
本
朝
格
・
梁
簡
文
帝

(
各
二
例
)
因
果
経
・
開
元
式
・
漢
武
故
事
・
宜
都
記
・
儀
礼
・
謀
略
・
金
玉
義
林
・
玄
英
三
蔵
表
・
荊
州
記
・
考
エ
記
・
薩
綜
・
薩
淘
・

雑
題
・
四
時
食
制
経
・
小
品
方
・
晋
書
・
仁
絹
音
義
・
新
撰
万
葉
集
・
神
仙
服
餌
方
・
千
手
経
・
膳
夫
経
・
荘
子
・
造
天
地

経
・
続
捜
神
記
・
大
素
経
・
大
戴
礼
・
大
日
経
疏
・
丹
口
決
・
日
本
霊
異
記
・
抱
朴
子
・
穆
天
子
伝
・
本
草
音
義
・
本
朝
相

撲
記
・
楊
玄
操
・
麻
果
・
列
子
・
老
子
・
録
験
方
・
昌
氏
春
秋

(
各
一
例
)
章
昭
・
王
仁
照
・
音
義
・
開
元
記
・
外
国
志
・
外
国
伝
・
葛
氏
方
・
脚
気
論
・
顔
之
推
詩
・
韓
詩
注
・
韓
知
十
・
漢
武
内
伝
・

鬼
谷
子
注
・
説
志
・
弓
矢
図
・
玉
燭
宝
典
・
極
要
方
・
許
慎
・
御
覧
等
目
録
・
御
覧
鱗
介
部
・
金
谷
園
記
・
虞
世
南
禅
林
寺

鐘
銘
序
・
桂
苑
珠
叢
抄
・
事
経
・
刑
徳
放
・
荊
楚
歳
時
記
・
華
厳
経
偶
・
既
成
譜
・
玄
中
記
・
広
韻
・
孝
経
・
広
志
・
交
州

記
・
江
表
伝
・
五
経
通
義
・
古
今
芸
術
図
・
呉
時
外
国
志
・
後
周
王
褒
・
金
光
明
経
・
最
勝
王
経
・
禁
邑
月
令
章
句
・
三
十

国
春
秋
・
三
秦
記
・
纂
文
・
三
礼
義
宗
・
字
指
・
錫
杖
経
・
舎
人
・
拾
遺
・
周
書
・
修
復
山
陵
故
事
・
朱
崖
記
・
春
秋
元
命

菅
・
春
秋
説
題
辞
・
章
孝
標
飢
鷹
詩
・
章
孝
標
集
・
掌
中
要
方
・
初
学
記
・
諸
葛
相
知
酒
胡
子
賦
・
諸
葛
亮
六
射
教
・
徐
広

雑
説
・
書
譜
・
小
品
経
・
神
異
記
・
神
異
経
・
新
楽
府
・
新
撰
陰
陽
書
・
新
録
単
要
・
神
仙
伝
・
新
撰
要
方
・
晋
中
興
書
・

7 

神
農
食
経
・
惰
書
・
垂
挟
留
司
格
・
瑞
応
図
・
西
河
旧
事
・
斉
春
秋
・
千
金
方
・
曹
憲
・
僧
清
閑
題
寺
詩
・
続
晋
陽
秋
・
続

斉
譜
記
・
大
清
経
・
大
膳
式
・
大
般
若
経
・
高
橋
氏
・
他
経
・
張
要
・
張
揖
・
楕
亮
鐘
楼
銘
・
地
理
志
・
投
査
経
・
唐
志
・

董
仲
辞
・
内
善
式
・
那
繁
論
・
南
越
志
・
仁
王
経
・
白
氏
詩
・
斐
務
斉
切
韻
・
百
思
経
・
博
成
叩
頭
虫
賦
・
博
玄
弾
恭
賦
・

博
玄
桃
賦
・
文
場
秀
句
・
墨
子
五
行
記
・
本
草
稽
疑
・
本
朝
令
・
本
朝
令
義
解
・
孟
子
・
文
徳
実
録
・
遊
名
山
志
・
楊
越
・

養
生
要
集
・
要
覧
・
陸
機
瓜
賦
・
六
輯
・
李
巡
・
離
騒
経
注
・
李
大
尉
歩
射
法
・
李
徳
林
井
州
西
山
塔
銘
・
李
斐
・
劉
良
・

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
取
県
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

梁
元
帝
入
仏
日
殿
礼
拝
詩
・
梁
武
帝
千
字
文
注
・
梁
劉
蒲
・
臨
海
異
物
志
・
類
衆
国
史
・
歴
天
記
・
列
女
伝
・
楼
炭
経

唐
韻

次
に
京
本
類
に
見
え
、
下
総
本
に
は
見
え
な
い
出
典
四
三
種
八
七
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
草

説
文

四

文
選

唐
令

崖
再

毛
詩

尚
書

伯
楽

儀
礼

倶
舎
論

九

楊
氏
漢
語
抄

九

四
声
字
苑

ム

/、

広
雅

内
典

孫
'陥

山
海
経

楚
辞

広
韻

四

日
本
紀
私
記

四

伝
雅

兼
名
苑

野
王
案
，

文
字
集
略

老
子

方
壬圭

針干し
灸記
経

8 

緋
色
立
成

陶
隠
居

玉
篇

千
手
経

養
生
要
集

こ
の
京
本
類
に
の
み
見
え
る
出
典
の
う
ち
、
唐
韻
か
ら
養
生
要
集
ま
で
の
四

O
出
典
は
、
さ
き
の
十
巻
本
全
体
の
出
血
(
(
京
本
類
と
下

総
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
出
典
)
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
比
較
し
て
も
大
勢
と
し
て
似
通
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

唐
式

漢
書

京
本
類
に
の
み
見
え
る
出
典
で
例
数
の
多
い
唐
韻
・
楊
氏
漢
語
抄
・
四
声
字
苑
等
は
、
十
巻
本
全
体
で
も
数
の
多
い
出
典
で
あ
る
。
こ
れ

准
南
子

声
類

ら
の
出
典
は
京
本
類
に
至
る
過
程
で
の
増
補
で
あ
る
と
す
る
よ
り
は
、

李
善

新
抄
本
草

晋
書

内
善
式

唐
府
勿
品

高
祖
本
紀

も
と
も
と
和
名
抄
祖
本
に
あ
っ
た
も
の
の
下
総
本
に
至
る
過
程
で



の
脱
落
と
見
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
十
巻
本
全
体
で
は
見
当
た
ら
な
い
倶
舎
論
・
唐
窃
品
・
高
祖
本
紀
は
京
本
類
で
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

17 

卒
塔
婆

倶
舎
論
云
破
壊
卒
塔
婆
是
無
間
同
類
j
i
-
-
・
(
六
八
四
)

19 

子

-
〔
唐
街
品
天
子
玉
諸
侯
象
大
夫
魚
襲
文
士
竹
木
〕
(
八
六

1
)

:
:
:
:
高
祖
本
紀
云
呂
公
日
臣
有
息
女
願
為
箕
箸
妾
(
十
1
)

18 

務

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
実
は
京
本
類
に
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
昌
平
本
に
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
昌
平
本
の
祖
本
で
増

補
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
下
総
本
に
至
る
過
程
で
脱
落
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
右
の
三
条
の
文
は
和
名
抄
本
来
の
も
の
と
見
て
も

お
か
し
く
は
な
い
も
の
で
あ
り
、
下
総
本
に
至
る
過
程
で
の
脱
落
と
見
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
京
本
類
と
下
総
本
を
比
較
し
て
京
本
類
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
京
本
類

9 

に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
増
補
は
認
め
ら
れ
ず
、
十
巻
本
担
本
か
ら
下
総
本
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
、

と
い
〉
つ
こ

と
で
あ
る
。

次
に
下
総
本
に
見
え
、
京
本
類
に
は
見
え
な
い
出
典
三

O
種
六
二
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

玉
篇

O 

本
草

七

説
文

--'--
/¥ 

力三
雅

五

陶
隠
居

四

唐
韻

日
本
紀
私
記

楊
氏
漢
語
抄

兼
名
苑

排
色
立
成

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
同
県
抄
諸
本
の
出
血
〈
に
つ
い
て

文
選

握
豹
古
今
注

左
伝

現
武
疏

呂
氏
春
秋

広
韻

葛
氏
方

街
義

図
経

増
韻

倶
舎

薬
性
論

陶

日
華
子

篇

方
言
要
目

披
詩
註

社
詩

徐

毛
韻

こ
の
下
総
本
に
の
み
見
え
る
出
典
の
う
ち
、

玉
篇
か
ら
葛
氏
方
ま
で
の
一
七
出
典
は
、
先
の
十
巻
本
全
体
の
出
典
(
京
本
類
と
下
総
本

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
出
典
)
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
先
に
頻
度
数
で
一
七
位
の
玉
篇
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

下
総
本
に
の
み
見
ら
れ
る
玉
篇
の
中
に
は
次
の
よ
う
に
四
五
字
に
及
ぶ
長
文
の
引
用
も
あ
る
。
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20 

鶏

玉
篇
云
鶏
司
知
時
長
鳥
也
有
五
徳
一
文
者
頭
戴
冠
二
武
者
足
持
距
三
勇
者
敵
在
前
闘
五
仁
者
見
食
相
呼

五
信
者
守
夜
不
失
時
(
百
日
)

こ
の
よ
う
な
長
文
の
引
用
は
一
部
の
本
に
限
ら
れ
て
お
り
、
本
来
の
和
名
抄
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

玉
篇
に
次
い
で
数
の
多
い
本
草
お
よ
び
そ
の
注
釈
家
で
あ
る
陶
隠
居
等
に
つ
い
て
も
、
鰻
条
(
百
十
却
)
で
は
「
本
草
」
「
陶
隠
居
」
「
日

華
子
」
を
連
続
し
て
引
用
し
都
合
六
五
字
程
の
、
他
本
に
見
ら
れ
な
い
異
文
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
蛎
条
(
百
十
却
)
で
も
「
本
草
」

「
陶
隠
居
」
「
図
経
L

を
引
い
て
一
一
一
一
字
程
の
長
文
と
な
っ
て
い
る
。
柑
子
条
(
百
十
九
6
)
も
「
本
草
L

を
一
二
三
字
、
芋
条
(
百
十
九



日
)
は
二
三
字
引
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
街
義
か
ら
毛
韻
ま
で
の
一
三
出
典
は
、
十
巻
本
全
体
(
下
総
本
と
京
本
類
で
共
通
)
の
出
典
中
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
下
総
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
が
、
十
巻
本
全
体
の
出
血
(
と
傾
向
を
異
に
す
る
の
は
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
下
総
本

に
至
る
過
程
で
こ
れ
ら
の
出
典
に
よ
る
増
補
が
行
わ
れ
た
た
め
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

一
方
、
こ
れ
ら
下
総
本
に
あ
っ
て
京
本
類
に
無
い
出
典
の
中
に
も
、
例
え
ば

21 

黒

伝
雅
集
注
云
罷
・
:
:
:
:
似
熊
而
黄
白
又
猛
烈
多
力
能
抜
樹
木
者
也
(
百
二
日
)

22 

光
良

:
・
兼
名
苑
注
云
食
糞
虫
也
(
百
十
二
泊
)

の
よ
う
に
和
名
抄
祖
本
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
例
も
あ
り
、
京
本
類
に
至
る
過
程
で
脱
落
が
無
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

-11-

に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
増
補
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、

以
上
の
よ
う
に
京
本
類
と
下
総
本
を
比
較
し
て
下
総
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
下
総
本

一
方
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
京
本
類
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
脱
落
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

落
は
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

そ
こ
で
先
程
の
推
測
と
併
せ
て
ま
と
め
れ
ば
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
京
本
類
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
増
補
は
認
め
ら
れ
ず
、
出
典
の
脱

一
方
、
十
巻
本
祖
本
か
ら
下
総
本
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
出
典
の
増

補
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

十
巻
本
の
出
典
ー
ー
昌
平
本
・
尾
張
本

以
上
、
十
巻
本
の
う
ち
ほ
ぽ
完
存
し
て
い
る
京
本
類
と
下
総
本
の
出
典
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
じ
十
巻
本
で
も
零
本
で
あ
る
他

の
本
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
京
本
類
に
系
統
的
に
近
い
昌
平
本
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
昌
平
本
は
巻
一

1
六

が
現
存
す
る
が
、
こ
の
範
囲
内
で
出
典
に
つ
い
て
京
本
類
の
み
が
異
な
り
、
昌
平
本
と
下
総
本
が
同
じ
形
を
示
す
の
は
次
の
一
例
の
み
で

あ
る
。23 

械

-
:
説
文
云
桂
ji---
足
械
也
(
七
五
7
)
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こ
の
械
条
末
の
説
文
引
文
は
十
巻
本
で
は
京
本
類
に
の
み
あ
り
、
昌
平
本
と
下
総
本
で
は
欠
い
て
い
る
が
、
二
十
巻
C
本
に
も
有
り
、

本
来
の
和
名
抄
の
文
と
認
定
で
き
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
系
統
的
に
生
じ
た
脱
文
で
は
な
く
、
昌
平
本
と
下
総
本
と
で
別
個
に
条
末
の
字
句

が
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
を
別
に
す
れ
ば
、
出
典
に
関
し
て
は
、
京
本
類
↑
↓
昌
平
本
・
下
総
本
と
な
る
異
文
対
立
は
全
く

無
い
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
京
本
類
と
下
総
本
の
対
立
と
し
て
扱
っ
た
事
柄
は
、
昌
平
本
祖
本
(
京
本
類
と
昌
平
本
の
共
通
祖
本
)
と
下

総
本
の
対
立
と
置
き
換
え
て
も
大
過
は
無
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
巻
本
祖
本
か
ら
昌
平
本
祖
本
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
増
補
は
認
め
ら
れ
ず
、
出
典
の
脱
落
は
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

一
方
、
十
巻

本
祖
本
か
ら
下
総
本
に
至
る
過
程
で
は
出
典
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
出
典
の
増
補
も
認
め
ら
れ
る
。



次
に
下
総
本
に
系
統
的
に
比
較
的
近
い
尾
張
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
尾
張
本
は
巻
一
か
ら
巻
二
の
中
途
ま
で
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
範

囲
内
で
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
の
四
本
の
出
典
が
、
京
本
類
・
昌
平
本
↑
↓
尾
張
本
・
下
総
本
と
い
う
形
で
対
立
す
る

い
ず
れ
も
京
本
類
・
昌
平
本
に
見
え
、
尾
張
本
・
下
総
本
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

の
は
次
の
一
四
例
で
、

24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 
北
大
文
学
部
紀
要

畠

-
〔
日
本
紀
云
陸
田
種
波
多
介
一
旦
毛
乃
・
:
:
:
:
内
膳
式
営
瓜
一
段
種
子
四
合
五
勺
(
六
4
)

畷

〔
文
選
肝
陪
〕
(
六
日
)

赤
子

老
子
経
云
赤
子
不
害
物
:
:
:
:
・
(
七
日
)

挟
秒、

-
文
選
呉
都
賦
云
楕
工
揖
師
(
七
品
)

子

孫
情
切
韻
云
子
:
:
:
・
:
息
也
:
:
:
:
・
(
十
1
)

13 

甥

伝
雅
云
妻
之
見
弟
日
弟
・
:
:
:
:
(
十
二
口
)

野
王
云
口
:
:
:
:
・
(
十
五
6
)

口舌

四
声
字
苑
云
舌
:
:
:
・
:
(
十
五
7
)

唇
吻

説
文
云
唇
吻
:
:
:
:
・
(
十
五

9
)

臆

玉
篇
云
爽
(
十
六
8
)

易
子

広
雅
云
易
子
〔
:
:
:
:
・
針
灸
経
云
敏
盆
骨
肩
骨
也
:
:
:
・
:
〕
(
十
七
3
)

身

唐
韻
云
身
j
i
-
-
・
(
十
七
1
)



倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

こ
れ
ら
を
尾
張
本
・
下
総
本
の
脱
落
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
細
か
く
見
て
行
く
と
こ
れ
ら
の
条
項
に
は
幾
つ
か
の
特
徴
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
ず
、
同
一
の
内
容
が
別
の
箇
所
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。

36 

骨

:
・
針
灸
経
云
融
盆
骨
肩
骨
也
:
:
:
:
・
(
十
七
却
)

37 

種
子

日
本
紀
私
記
云
:
・
:
:
:
陸
田
種
子
〔
波
多
介
豆
毛
乃
〕
(
百
十
五

1
)

こ
れ
ら
は
尾
張
本
・
下
総
本
の
脱
落
で
は
な
く
京
本
類
・
昌
平
本
の
重
出
で
あ
る
。
次
に
、
関
連
す
る
条
項
が
別
に
あ
る
も
の
が
二
つ

あ
る
。
即
ち
、
甥
条
は
別
に
甥
条
(
九
7
)
が
あ
る
し
、
「
肝
悶
」
は
大
道
条
(
三
三

6
)
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
口
・
壬

7
唇
吻
・

-14 

身
の
各
条
は
和
名
抄
本
来
の
記
述
と
し
て
は
い
か
に
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
の
い
く
つ
か
は
卒
伝
の
増
補
に
よ
る
も
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
京
本
類
・
昌
平
本
に
至
る
過
程
に
も
増
補
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

尾
張
本
の
存
す
る
範
囲
内
で
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
に
見
え
な
が
ら
、
下
総
本
に
見
え
な
い
出
典
は

略
・
文
選
・
説
文
・
本
草
・
示
雅
・
漢
書
・
四
声
字
苑
・
唐
令
・
准
南
子
の
一

O
種
各
一
例
で
あ
り
、
下
総
本
で
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

日
本
紀
私
記
・
文
字
集

下
総
本
に
の
み
見
え
て
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
に
見
え
な
い
出
典
は
文
選
江
賦
注
・
方
言
要
目
・
倶
舎
の
三
種
各
一
例
で
、
下
総
本

で
の
増
補
と
考
え
ら
れ
る
。

尾
張
本
の
存
す
る
範
囲
で
も
、
下
総
本
に
は
出
典
の
脱
落
と
増
補
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



以
上
を
ま
と
め
る
と
。
十
巻
本
祖
本
に
最
も
近
い
の
は
尾
張
本
で
あ
り
(
尾
張
本
に
も
出
典
の
脱
落
が
二
例
ほ
ど
あ
る
が
)
、
祖
本
か
ら

下
総
本
に
至
る
過
程
で
、
出
典
の
脱
落
と
増
補
が
行
わ
れ
、

一
方
、
昌
平
本
祖
本
に
至
る
過
程
で
も
出
血
(
の
脱
落
と
若
干
の
増
補
が
行
わ

れ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

四

十
巻
本
と
二
十
巻
本
に
共
通
す
る
出
典

以
上
、
十
巻
本
の
諸
本
間
で
出
典
を
比
較
し
て
諸
本
の
書
承
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
出
典
を
比
較
し

て
そ
の
相
違
点
を
検
討
し
よ
う
と
思
う
。
ま
ず
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
双
方
に
共
通
す
る
出
典
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ

こ
れ
は
、

-15-

の
前
に
一
つ
だ
け
、
二
十
巻
B
本
に
見
ら
れ
る

J
云
L

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
十
巻
本
(
京
本
類
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
尾
張
本
・
下
総
本
)
で
は
、
道
祖
条
(
三
日
)
に
「
漢
語

抄
云
道
祖
佐
閉
乃
賀
美
」
と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
二
十
巻
B
本
(
伊
勢
広
本
・
大
東
急
本
)
で
は
「
一
云
佐
陪
乃
加
美
」
と
な
っ
て
い

る
類
い
の
も
の
で
あ
る
。
嬰
児
条
(
七
日
)
で
も
、
十
巻
本
は
「
顔
氏
家
訓
云
嬰
該
」
と
あ
る
所
を
、
二
十
巻
B
本
は
「
一
云
嬰
該
児
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
二
五
L

は
二
十
巻
B
本
の
成
立
時
に
「
漢
語
抄
」
「
顔
氏
家
訓
」
を
改
変
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の

J
云
L

は
二
十
巻
B
本
に
六

O
例
程
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
十
巻
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
「
一

云
」
を
十
巻
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
復
元
し
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
双
方
に
共
通
の
出
典
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
十
巻
本
内
部
で
出
典
の
有
無
や
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
一
方
の
出
典
が
二
十
巻
本
と
一
致
す
れ
ば
、
十
巻
本
・
二
十
巻

本
の
双
方
に
共
通
す
る
出
典
と
し
て
扱
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

な
お
、
双
方
に
共
通
す
る
出
典
に
つ
い
て
は
、
二
十
巻
本
は

B
本
と

C
本
を
区
別
せ
ず
に
扱
う
。

さ
て
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
出
典
と
そ
の
例
数
は
以
下
の
よ
う
に
、
二
六
八
種
三
二
四
四
例
で
あ
る
。

唐
韻

説
文

野
王
案

陸
調

本
朝
式

考
声
切
韻

礼
記

郭
E業

三
五
九

五
九

J¥ 五一一一
二
四

楊
氏
漢
語
抄

四
声
字
苑

崖
属

玉
篇

内
典

広
雅

』よー・

/¥ 

病
源
論

三

O
九

一
三
八

ーよA

/、

七
四
O 九四O 

本
草

辞
色
立
成

文
選

唐
令

方孫
幅

白
虎
通

二
四
七

一O
五

--L. 

/、一一六

伝
雅

釈
名

積
敬

九

蒋
紡

九九
五

五
七五

周
礼

(
各
八
例
)
釈
薬
性
・
准
南
子
・
蒋
紡
切
韻
・
蒼
韻
篇
・
針
灸
経
・
声
類
・
崖
豹
古
今
注
・
纂
要

遊
仙
窟

毛
詩

七

漢
書

兼
名
苑

日
本
紀
私
記

陶
隠
居

J¥ 

文
字
集
略

一
六
七

九
O 

五
五J¥ 五

16 

史
記

O 

李
緒

唐
式

七

七
巻
食
経

食
療
経

一
六九

(
各
七
例
)
九
族
図
・
後
漢
書
・
山
海
経
・
周
易
・
尚
書
・
中
黄
子

(
各
六
例
)
顔
氏
家
訓
・
新
抄
本
草
・
通
俗
文
・
東
宮
切
韻
・
博
物
志
・
風
土
記
・
万
葉
集

(
各
五
例
)
左
伝
・
字
書
・
西
京
雑
記
・
馬
銃
食
経
・
伯
楽
・
風
俗
通
・
孟
洗
食
経
・
養
生
秘
要
・
李
善

(
各
四
例
)
郭
知
玄
・
貌
武
疏
・
国
語
、
注
・
察
邑
独
断
・
拾
遺
本
草
・
楚
辞
・
東
宮
旧
事
・
南
州
異
物
志
・
浬
繋
経
・
論
語
注

(
各
三
例
)
応
勘
・
温
室
経
・
儀
礼
・
功
程
式
・
公
羊
伝
・
孔
安
国
・
黄
帝
内
経
・
古
史
考
・
釈
氏
・
宿
曜
経
・
祝
尚
丘
・
世
説
・
喪
礼

九

律
書
楽
図



図
・
雑
要
決
・
続
漢
書
・
孫
炎
・
法
華
経
・
房
内
経
・
本
草
疏
・
本
朝
格
・
梁
簡
文
帝
・
老
子

(
各
二
例
)
因
果
経
・
開
元
式
・
漢
武
故
事
・
宜
都
記
・
謀
略
・
金
玉
義
林
・
荊
州
記
・
玄
実
三
蔵
表
・
考
工
記
・
薩
淘
・
薩
綜
・
雑
題
・

纂
文
・
四
時
食
制
経
・
小
品
方
・
晋
書
・
新
撰
万
葉
集
・
神
仙
服
餌
方
・
仁
絹
音
義
・
千
手
経
・
膳
夫
経
・
荘
子
・
造
天
地

経
・
続
捜
神
記
・
大
素
経
・
大
戴
礼
・
大
日
経
疏
・
丹
口
決
・
日
本
霊
異
記
・
白
氏
文
集
・
抱
朴
子
・
穆
天
子
伝
・
本
草
音

義
・
本
朝
相
撲
記
・
麻
呆
・
楊
玄
操
・
養
生
要
集
・
列
子
・
呂
氏
春
秋
・
録
験
方

(
各
一
例
)
章
昭
・
王
仁
照
・
音
義
・
開
元
記
・
外
国
志
・
外
国
伝
・
脚
気
論
・
葛
氏
方
・
漢
武
内
伝
・
韓
詩
注
・
韓
知
十
・
顔
之
推
詩
・

鬼
谷
子
注
・
貌
志
・
弓
矢
図
・
許
慎
・
極
要
方
・
玉
燭
宝
典
・
玉
箆
・
御
覧
等
目
録
・
御
覧
鱗
介
部
・
金
谷
園
記
・
虞
世
南

禅
林
寺
鐘
銘
序
・
刑
徳
放
・
桂
苑
珠
叢
抄
・
荊
楚
歳
時
記
・
玄
中
記
・
華
経
・
華
厳
経
・
既
成
譜
・
広
韻
・
広
益
玉
篇
・
広

志
・
交
州
記
・
江
表
伝
・
古
今
芸
術
図
・
五
経
通
義
・
呉
時
外
国
志
・
後
周
王
褒
・
金
光
明
経
・
最
勝
王
経
・
三
十
国
春
秋
・

三
秦
記
・
三
礼
義
宗
・
字
指
・
錫
杖
経
・
舎
人
・
拾
遺
・
周
書
・
修
復
山
陵
故
事
・
朱
崖
記
・
春
秋
元
命
菅
・
春
秋
説
題
辞
・

章
孝
標
飢
鷹
詩
・
章
孝
標
集
・
小
品
経
・
掌
中
要
方
・
諸
葛
相
如
酒
胡
子
賦
・
諸
葛
亮
六
射
教
・
初
学
記
・
徐
広
雑
説
・
神

異
記
・
神
異
経
・
新
楽
府
・
新
撰
陰
陽
書
・
新
録
単
要
・
神
仙
伝
・
新
撰
要
方
・
晋
中
興
書
・
神
農
食
経
・
垂
扶
留
司
格
・

瑞
応
図
・
惰
書
・
西
河
旧
事
・
斉
春
秋
・
千
金
方
・
曹
憲
・
僧
清
閑
題
寺
詩
・
続
晋
陽
秋
・
続
斉
譜
記
・
高
橋
氏
・
他
経
・

大
清
経
・
大
膳
式
・
大
般
若
経
・
地
理
志
・
張
曇
・
張
揖
・
椿
亮
鐘
楼
銘
・
唐
志
・
投
査
経
・
董
仲
静
・
郡
繁
論
・
内
膳
式
・

南
越
志
・
仁
王
経
・
白
氏
詩
・
斐
務
斉
切
韻
・
百
忌
経
・
偉
戚
叩
頭
虫
賦
・
侍
玄
弾
恭
賦
・
侍
玄
桃
賦
・
墨
子
五
行
記
・
本

草
稽
疑
・
本
朝
令
・
本
朝
令
義
解
・
孟
子
・
文
徳
実
録
・
遊
名
山
志
・
楊
越
・
要
覧
・
陸
機
瓜
賦
・
六
轄
・
李
巡
・
離
騒
経

注
・
李
大
尉
歩
射
法
・
李
徳
林
井
州
西
山
塔
銘
・
李
斐
・
劉
良
・
梁
元
帝
入
仏
日
殿
礼
拝
詩
・
梁
武
帝
千
字
文
注
・
梁
劉
南
・

北
大
文
学
部
紀
要
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倭
名
類
取
県
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

臨
海
異
物
志
・
類
衆
国
史
・
歴
天
記
・
列
女
伝

五

十
巻
本
と
二
十
巻
B
本
の
出
典

次
に
十
巻
本
又
は
二
十
巻
本
の
い
ず
れ
か
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
に
つ
い
て
見
て
行
く
が
、
二
十
巻
本
は

B
本
と

C
本
を
同
値
の
本
と

し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
見
て
行
く
。
ま
ず
、
十
巻
本
と
二
十
巻

B
本
と
の
対
比
で
、
十
巻
本
に
見
ら
れ
、

二
十
巻
B
本
に
見
ら
れ
な
い
出
典
は
次
の
二
九
種
六
六
例
で
あ
る
。

楊
氏
漢
語
抄

J¥ 

野
王
案

J¥ 

四
声
{
子
苑

七

唐
韻

五

日
本
紀
私
記

五

18-

文
字
集
略

四

力t
雅

兼
名
苑

釈
名

文
選

尚
書

説
文

玉
肱
肩

唐
令

蒋
紡

本
朝
式

内
典

病
源
論

史
記

食
療
経

律
書
楽
園

周
易

九
族
図

左
伝

察
邑
月
令
章
句

論
語
注

徐
広
雑
説

文
場
秀
句

孝
経

の
出
典
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
十
巻
本
に
の
み
見
え
る
出
典
の
う
ち
、
楊
氏
漢
語
抄
か
ら
徐
広
雑
説
ま
で
の
こ
六
出
血
(
は
、
さ
き
の
十
巻
本
と
二
十
巻
本
に
共
通

そ
れ
と
比
較
し
て
も
大
勢
と
し
て
似
通
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
十
巻
本
に
の
み
見
え
る
出
典



で
例
数
の
多
い
楊
氏
漢
語
抄
・
野
王
案
・
四
声
字
苑
等
は
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
共
通
の
も
の
で
も
数
の
多
い
出
典
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

出
典
は
十
巻
本
に
至
る
過
程
で
の
増
補
で
あ
る
と
す
る
よ
り
は
、
二
十
巻
B
本
に
至
る
過
程
で
の
脱
落
と
見
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
で
あ

ろ
〉
つ
。共

通
の
出
典
中
に
は
見
ら
れ
な
い
十
巻
本
独
自
の
出
典
、
文
場
秀
句
・
察
ロ
巴
月
令
章
句
・
孝
経
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

38 

男
子

-
:
孝
経
注
云
子
者
男
子
之
通
称
也
(
七

2
)

39 

朋
友

-
文
場
秀
句
云
知
音
得
意
(
七
訂
)

40 

篇

察
邑
月
令
章
句
云
篇
・
・
・
・
・
・
・
・
・
細
竹
吹
之
長
則
濁
短
則
清
以
蜜
蝋
実
其
底
市
増
減
則
知
之

(
八
五
日
)

こ
れ
ら
は
十
巻
本
の
増
補
か
二
十
巻

B
本
の
脱
落
か
、

ど
ち
ら
と
も
決
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
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次
に
二
十
巻

B
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
は
次
の
二
九
種
五
七
例
で
あ
る
。

孫
佃

唐
韻

五

文
選

五

四
声
字
苑

日
本
紀
私
記

世
説

顔
氏
家
訓

風
俗
通

楊
氏
漢
語
抄

兼
名
苑

排
色
立
成

玉
篇

本
朝
式

内
典

漢
書

史
記

抱
朴
子

遊
仙
窟

針
灸
経

風
土
記

楚
辞

荘
子

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
宮
駅
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

孝
経

穀
梁
伝

方
言
要
目

養
性
志

敷
水
記

岐
伯

世
本
神

こ
の
う
ち
孫
価
か
ら
荘
子
ま
で
の
こ
二
出
典
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
の
共
通
出
典
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は

共
通
出
典
で
は
頻
度
数
二
八
位
の
孫
悟
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
十
巻
B
本
の
成
立
ま
で
に
は
孫
価
切
韻
に
基
づ
く
増
補

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

孝
経
以
下
の
七
出
典
は
共
通
出
典
中
に
は
現
れ
な
い
二
十
巻
B
本
独
自
の
出
典
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
二
十
巻
B
本
の
成
立
ま
で
に
行
わ

れ
た
増
補
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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以
上
ま
と
め
る
と
、
十
巻
本
と
二
十
巻
B
本
の
出
典
を
比
較
す
る
と
、
二
十
巻
B
本
に
至
る
過
程
で
の
増
補
と
脱
落
は
認
め
ら
れ
る
が
、

十
巻
本
に
至
る
過
程
で
は
脱
落
は
認
め
得
る
と
し
て
も
増
補
の
確
例
は
見
出
し
が
た
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

---L・

/¥ 

十
巻
本
と
二
十
巻
C
本
の
出
典

次
に
十
巻
本
と
二
十
巻
C
本
と
を
比
較
す
る
。
ま
ず
、
十
巻
本
と
二
十
巻
C
本
と
の
対
比
で
、
十
巻
本
に
見
ら
れ
、
二
十
巻
C
本
に
見

ら
れ
な
い
出
典
は
次
の
二
二
種
二
二
例
で
あ
る
。

唐
韻

四

楊
氏
漢
語
抄

本
草

力1
雅

辞
色
立
成



文
選

唐
令

食
療
経

楼
山
灰
経

説
文

四
声
字
苑

積
敬

野
王
案

内
典

方

唐
式

漢
書

蒼
韻
篇

養
生
秘
要

白
氏
文
集

麻
果

漢
劉
向

唐
韻
か
ら
麻
呆
ま
で
の
二

O
出
典
は
、
十
巻
本
・
二
十
巻
本
共
通
の
出
典
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
韻
・
楊
氏
漢
語
抄

な
ど
共
通
出
典
で
も
頻
度
順
位
の
高
い
も
の
が
、
比
較
的
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
出
典
は
二
十
巻
C
本
に
至
る
過
程
で
脱
落
し

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
通
出
典
に
見
ら
れ
な
い
十
巻
本
独
自
の
出
典
、
楼
炭
経
・
漢
劉
向
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

41 42 

薫
櫨

香

楼
炭
経
云
凡
雑
香
有
四
十
二
種
(
九
一

1
)
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漢
劉
向
有
薫
櫨
銘
・
:
:
:
:
(
九
一
部
)

こ
の
二
条
項
は
と
も
に
十
巻
本
薫
香
具
の
も
の
で
、
二
十
巻
本
で
は
対
応
す
る
部
門
が
無
い
。
薫
香
具
の
ほ
と
ん
ど
は
二
十
巻
本
で
は

香
名
に
対
応
し
て
お
り
、
香
の
名
称
以
外
の
「
薫
煙
L

寸
薫
寵
」
「
香
嚢
」
は
二
十
巻
本
で
は
所
属
す
べ
き
部
門
も
無
い
状
態
で
あ
る
。
十

巻
本
と
二
十
巻
本
の
部
門
構
成
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
十
巻
本
薫
香
具
立
項
の
際
に
薫
香
具
部
門
の
整
備
の
た
め
に
付
け
加
え
ら

れ
た
と
も
、
二
十
巻
本
で
香
名
を
立
項
し
た
た
め
に
、
こ
の
部
門
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
れ
ら
の
条
項
を
一
旦
こ
こ
か
ら
外
し
、

北
大
文
学
部
紀
要

い
ず
れ
か
の
部
門
に
繰
り
入
れ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
も
、

い
か
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

二
十
巻

C
本
に
の
み
見
ら
れ
る
出
典
は
次
の
二
一

O
種
四
四
例
で
あ
る
。

孫
悟

崖
豹
古
今
注

-L  
/、

唐
韻

四

文
選

漢
書

本
草

楊
氏
漢
語
抄

カミ
雅

兼
名
苑

説
文

辞
色
立
成

屋
高

陸
詞

七
巻
食
経

礼
記

遊
仙
窟

拾
遺
本
草

南
州
異
物
志

孔
安
国

新
撰
万
葉
集

白
氏
文
集

脚
気
論

要
抄

和
名
本
草

方
言
要
目

字
統

説
苑

伝

陶
弘
景

春
秋
後
語
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孫
佃
か
ら
脚
気
論
ま
で
の
二
二
出
典
が
十
巻
本
・
二
十
巻
本
共
通
の
出
典
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
唐
韻
・
文
選
な
ど
共
通
出
典
も

見
ら
れ
、
十
巻
本
に
至
る
過
程
で
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
こ
こ
で
も

B
本
の
と
き
と
同
様
、
孫
佃
の
例
が
最
も
多
く
な
っ

て
お
り
、
二
十
巻

C
本
に
至
る
過
程
で
の
増
補
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

要
抄
か
ら
春
秋
後
語
ま
で
の
八
出
典
は
共
通
出
典
に
見
ら
れ
な
い
、
二
十
巻

C
本
独
自
の
出
典
で
あ
る
。
こ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は

の
例
で
あ
る
。

和
名
本
草
(
お
よ
び
陶
弘
景
)

43 

通
草

和
名
本
草
云
通
草
陶
弘
景
注
云
茎
有
細
孔
両
頭
相
通
〔
和
名
阿
介
比
加
都
良
〕
(
百
廿
四

M
)

こ
れ
は
和
名
抄
で
本
草
和
名
(
深
輔
仁
奉
勅
撰
『
新
抄
本
草
和
名
』
)
を
通
称
の
「
和
名
本
草
」
で
引
く
唯
一
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、



こ
の
外
に
も
次
の
よ
う
に
和
名
抄
中
に
寸
和
名
本
草
」
の
字
面
が
出
て
来
る
例
は
あ
る
。

44 

羊
桃

唐
韻
云
銚
吃
〔
遥
翼
二
音
和
名
本
草
云
伊
良
々
久
佐
〕
似
桃
花
而
白
今
之
羊
桃
也
(
百
廿
一
羽
)

45 

弓
窮

唐
韻
云
弓
窮
〔
弓
窮
二
音
和
名
本
草
於
元
奈
加
豆
良
〕
香
草
也
(
百
廿
四
5
)

」
仏
雅
注
云
木
瓜
一
名
掛
川
(
音
茂
和
名
本
草
木
瓜
毛
介
〕
其
実
知
小
瓜
者
世
(
百
廿
七
却
)

46 

木
瓜

47 

樗

陸
詞
切
韻
云
樗
〔
勅
居
反
和
名
本
草
云
沼
天
〕
悪
木
也
(
百
廿
七
時
)

48 

奔
草

山
海
経
云
奔
草
〔
和
名
本
草
之
岐
美
〕
(
百
廿
七
侃
)

49 

楠

唐
韻
云
楠
〔
音
南
字
亦
作
舟
和
名
本
草
久
須
乃
岐
〕
木
名
也
(
百
廿
七
悩
)

い
ず
れ
も
本
草
和
名
か
ら
和
訓
を
引
く
と
き
の
形
式
で
あ
り
「
和
名
は
本
草
に
・
:
:
:
:
と
云
ふ
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
和
名
抄
で
は

本
草
和
名
の
漢
文
本
文
は
本
草
の
一
形
態
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
引
く
場
合
に
は
、
「
本
草
云
」
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
通

草
条
の
よ
う
に
「
和
名
本
草
云
L

と
す
る
の
は
、
和
名
抄
の
通
例
に
反
し
て
お
り
、
後
の
増
補
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

23 

以
上
ま
と
め
る
と
、
十
巻
本
と
二
十
巻
C
本
の
出
典
を
比
較
す
る
と
二
一
十
巻
C
本
に
至
る
過
程
で
の
増
補
と
脱
落
は
認
め
ら
れ
る
が
、

十
巻
本
に
至
る
過
程
で
は
脱
落
は
認
め
得
る
と
し
て
も
増
補
の
確
例
は
見
出
し
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

七

高
山
寺
本
の
出
典

次
に
高
山
寺
本
関
連
の
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
。
高
山
寺
本
と
十
巻
本
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
居
処
部
(
十
巻
本
巻
三
・
二

十
巻
本
巻
十
)
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
範
囲
で
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
聞
に
見
ら
れ
る
出
典
の
有
無
は
次
の
例
(
三
出
典
)
だ
げ
で
あ
る
。

50 

巨三1
月

四
声
字
苑
云
胃
〔
莫
到
反
又
莫
代
反
漢
語
抄
云
度
加
美
功
程
式
云
鼠
走
〕
門
植
横
梁
也
(
三
二

4
)

高
山
寺
本
に
至
る
過
程
で
の
脱
落
と
判
断
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
居
処
部
の
う
ち
屋
宅
類
及
び
屋
宅
具
前
半
は
二
十
巻

B
本
も
存
す
る
の
で
、
こ
の
範
囲
内
で
高
山
寺
本
(
二
十
巻
A
本
)

と
二
十
巻

B
本
の
出
典
の
違
い
を
見
て
お
こ
う
。

ま
ず
高
山
寺
本
に
見
え
て
、
二
十
巻
B
本
に
見
え
な
い
出
典
は
次
の
一
三
種
二
一
例
で
あ
る
。

24 

唐
韻

四

辞
色
立
成

四

漢
語
抄

四
声
字
苑

日
本
紀
私
記

兼
名
苑

釈
名

蒋
鮪
切
韻

説
文

文
選

野
王
案

類
衆
国
史

伝
雅

こ
れ
ら
は
和
名
抄
全
体
の
傾
向
と
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
高
山
寺
本
か
ら
二
十
巻
B
本
に
至
る
過
程
で
脱
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



一
方
、
二
十
巻
B
本
に
見
え
て
、
高
山
寺
本
に
見
え
な
い
出
典
は
次
の
四
種
四
例
で
あ
る
。

孫
惜

唐
韻

漢
至五

方
言
要
目

こ
こ
で
も
孫
幅
が
見
ら
れ
る
。
高
山
寺
本
か
ら
二
十
巻
B
本
に
至
る
過
程
で
の
増
補
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
孫
幅
切
韻
に

よ
る
増
補
は
高
山
寺
本
の
段
階
で
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
範
囲
内
で
も
B
本
で
出
典
を
略
し
て
「
一
云
」
に
す
る
例
が
六
例
あ
る
。

以
上
見
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二
十
巻
本
の
書
承
の
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
高
山
寺
本
が
二
十
巻
本
祖
本
に
最
も
近
く
、
次
い
で
、

り
、
こ
の
う
ち
B
本
は
さ
ら
に
出
典
名
を
「
一
云
L

と
す
る
等
の
改
変
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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孫
佃
切
韻
等
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
本
が
成
立
し
た
。

B
本
・

C
本
は
い
ず
れ
も
こ
の
孫
憎
切
韻
に
よ
る
増
補
の
あ
る
本
を
祖
と
し
て
お

J¥ 

お
わ
り
に

和
名
抄
諸
本
の
出
典
の
異
同
に
よ
っ
て
、
本
文
増
補
の
有
無
を
見
る
と
、
十
巻
本
の
場
合
は
、
尾
張
本
が
最
も
祖
本
に
近
く
、
下
総
本

と
昌
平
本
祖
本
に
は
増
補
が
認
め
ら
れ
る
。
二
十
巻
本
の
場
合
は
、
高
山
寺
本
が
最
も
祖
本
に
近
く
、

B
本・

C
本
に
増
補
が
認
め
ら
れ
、

B
本
と
C
本
は
異
質
な
本
文
形
態
を
示
し
て
い
る
に

さ
ら
に
B
本
に
は
そ
の
後
の
改
変
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

も
拘
わ
ら
ず
、
孫
佃
切
韻
に
よ
る
増
補
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
両
者
が
同
一
の
二
十
巻
本
を
祖
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
こ

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
諸
本
の
出
典
に
つ
い
て

と
で
あ
る
。

二
十
巻
本
の
諸
本
に
つ
い
て
、
筆
者
が
嘗
て
論
じ
た
際
に
、
次
の
よ
う
な
事
柄
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ィ、

B
本
と
C
本
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

口、

B
本
は
高
山
寺
本
(
の
類
)

の
後
背
で
あ
る
。

ハ、

C
本
が
高
山
寺
本
(
の
類
)

の
後
背
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

ニ、

C
本
に
は
十
巻
本
を
改
編
し
て
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
徴
証
が
あ
る
。
(
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
十
巻
本
が
十
巻
本
を
改
編
し
て
成
っ

た
と
す
る
見
方
の
他
に
、
次
の
ホ
の
よ
う
な
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
)

ホ、

B
本
の
失
わ
れ
た
後
半
部
分
を
補
う
た
め
に
、
十
巻
本
を
改
編
し
て
C
本
が
成
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
本
文
の
異
同
か
ら
そ
の
先
後
を
判
断
で
き
る
例
は
ま
れ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
三
一
L

に
挙
げ
た
徴
証
は
、
わ
ず

か
な
例
で
は
あ
る
が
、
十
巻
本
の
部
門
構
成
を
表
す
字
句
が
二
十
巻
C
本
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
十
巻
本
が
二
十

巻
C
本
に
先
行
し
て
い
る
と
十
分
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
十
巻
本
が
二
十
巻
本
に
先
行
す
る
と
見
る
説
の
有
力
な
証
し
で

も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
ハ
L

に、

C
本
が
高
山
寺
本
の
後
喬
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
、

と
あ
る
よ
う
に
、
二
十
巻
C
本
は
、
高
山
寺
本
と
重

な
り
合
う
部
分
が
な
く
、

ま
た
、
当
然
な
が
ら
二
十
巻
B
本
と
も
重
な
り
合
う
部
分
が
無
い
。
そ
の
た
め
、

C
本
の
二
十
巻
本
で
の
位
置

付
け
は
必
ず
し
も
確
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ご
一
L

と
「
ハ
」
の
両
者
を
考
慮
し
た
上
で
、
仮
に
二
十
巻
本
先
行
説
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を
解
釈
し
た
な
ら
ば
ど
う
な
る
か



て
設
定
し
た
の
が
、
「
ホ
」
に
い

た
」
と
す
る

だ
っ
た
の

っ
B
本
の
失
わ
れ
た
後
半
部
分
を
捕
う
た
め
に
、
十
巻
本
を
改
繍
し
て
C
本
が
成
つ

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
今
出
出
典
を
辻
較
し

。
高
山
寺
本
(

か
ら

か
と
な
っ
た
事
柄
は
、

る
過
程
で
孫
播
皆
韻
に
よ
る
増
構
が
行
わ
れ
て
い
る
。

は
孫
矯
窃
韻
に
よ
る
増
捕
が
あ
る
。

の
ニ
点
で
あ
る
。

C
本
の
孫
悟
切
鍋
織
に
よ
る
増
補
が
、

8
や

と
い
う
こ
と
に
な
り
、

C
本
の
…
…
ム
i
巻
本
で
の
位
醍
付
け
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ご
一

O 

そ
れ
と
陪
じ
時
の
も
の
と
見
れ
ば
、

C
本
も
高
山
寺
本
(
の
類
〉

の
後
議

の
十
巻
本
か
ら
の
撤
刊
紙
は
C
本
の

み
の
こ
と
で
は
な
く
、

十
巻
本
祖
本
に
ま
で
瀕
る
も
の
と
な
り
、

の
「
張
説
」
も
ま
た

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
の
イ

ー
ホ
は
次
の
よ
う

れ
る
ο

27 

a 、

C
本
は
異
繋
の
、
も
の
で
あ
る
。

b
、
B
本
・

C
本
は
、
と
も
に
高
山
山
寺
本
〈

mw
後
藩
で
あ
る
。

え

C
本
に
は
十
種
本
を
改
編
し
て
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
種
証
が
あ
る

(
こ
の
改
編
は

ムi
巻
本
祖
本
に
朔
る
あ
の
で
あ
る
)
。

d
、
B
本
は
C
本
よ
り
も
さ
ら

る。

j主倭
名
類
取
県
抄
の
諮
十
帯
、
所
拠
テ
キ
ス
ト
、
及
び
締
本
の
関
係
位
一
寸
に
つ
い
て
は
、
友
の
抱
一
線
参
照
。

北
大
文
晶
子
部
紀
幾



倭
名
類
爽
抄
諸
本
の
出
血
(
に
つ
い
て

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
衆
抄
二
十
巻
本
諸
本
の
類
別
」
国
語
と
国
文
学
第
五
三
巻
第
四
号
、
一
九
七
六
年
4
月。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
衆
抄
諸
本
の
系
統
推
定
|
|
十
巻
本
巻
三

1
六
を
中
心
に
|
|
」
北
海
道
大
学
文
学
部
人
文
科
学
論
集
一
八
号
、

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
爽
抄
二
十
巻
本
成
立
の
一
過
程
」
人
文
科
学
論
集
一
九
号
、
一
九
八
六
年
三
月
、
北
海
道
大
学
文
学
部
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
爽
抄
京
本
解
題
」
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
編
『
倭
名
類
取
県
抄
京
本
・
世
俗
字
類
抄
二
巻
本
』
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
室
回
目
、

九
八
五
年
6
月
、
汲
古
書
院
)
。

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
爽
抄
天
文
本
解
題
」
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室
『
倭
名
類
衆
抄
天
文
本
』
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
ロ
、
一
九
八
七
年
1
月
、
汲

古
書
院
)
。

富
津
俊
雅
寸
倭
名
類
取
県
抄
二
十
巻
本
諸
本
再
考
L

(

松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
編
『
国
語
研
究
』
一
九
九
三
年
目
月
、
東
京
明
治
書
院
)

0

2
十
巻
本
全
体
の
出
典
と
、
京
本
類
に
見
え
下
総
本
に
見
え
な
い
出
血
(
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
八
八
七
で
あ
る
。

3

十
巻
本
全
体
の
出
典
と
、
下
総
本
に
見
え
京
本
類
に
見
え
な
い
出
典
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
五
三
三
で
あ
る
。

4

十
巻
本
全
体
の
出
典
と
、
京
本
類
昌
平
本
に
見
え
尾
張
本
下
総
本
に
見
え
な
い
出
血
(
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
四
四
三
で
あ
る
。

5

十
巻
本
二
十
巻
本
双
方
に
共
通
す
る
出
典
と
、
十
巻
本
に
見
え
二
十
巻
B
本
に
見
え
な
い
出
典
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
七

O
八
で
あ

る。
6

十
巻
本
二
十
巻
本
双
方
に
共
通
す
る
出
典
と
、
二
十
巻
B
本
に
見
え
十
巻
本
に
見
え
な
い
出
血
(
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
三
六
一
で
あ

る。
7

十
巻
本
二
十
巻
本
双
方
に
共
通
す
る
出
典
と
、
十
巻
本
に
見
え
二
十
巻
C
本
に
見
え
な
い
出
典
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
八
一
四
で
あ

る。
8

十
巻
本
二
十
巻
本
双
方
に
共
通
す
る
出
典
と
、
二
十
巻
C
本
に
見
え
十
巻
本
に
見
え
な
い
出
典
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
数
の
相
関
係
数
は

0
・
四
九
四
で
あ

る。
9

例
に
挙
げ
た
他
に
も
二
十
巻
C
本
で
は
蘭
条
(
百
廿
一

2
)
に
寸
和
名
本
草
云
布
知
波
賀
麻
」
と
あ
る
。

日
河
野
敏
宏
「
『
和
名
類
緊
抄
』
と
『
輔
仁
本
草
』
の
関
係
に
つ
い
て
|
|
『
和
名
類
取
県
抄
』
漢
文
本
文
に
関
し
て
|
|
」
岡
大
国
文
論
稿
第
一
一
号
、

年
3
月。

一
九
八
二
年
3
月。

-28-

九
J¥ 
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制
内
野
綾
出
仏
「
明
和
名
類
障
問
抄
』
の
菅
波
の
文
献
的
性
格

i
i当
本
緩
和
名
%
の
純
白
注
と
の
比
較
に
よ
る

i
i」
愛
知
学
院
大
学
総
緩

iAa
号
、
一
九
八
六
年
3
月。

宮
津
俊
雅
寸
倭
名
綴
後
紗
二
十
巻
本
諸
本
孫
考
」
〈
前
掲
注
1
)
。

富
津
俊
雅
「
倭
名
類
凝
抄
二
十
巻
十
品
成
立
の
一
過
程
」
〈
前
掲
注
1
)
。

北
大
文
学
部
紀
前
広

般
教
育
研
究
第
お
偽
物
第
3

29-


